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〇長座体前屈は全国平均を下回っているものの、札

幌市の平均と同程度である。 

●全ての項目において、全国・札幌市の平均を下回って

いる。特に、上体起こし、２０ｍシャトルラン、反復

横跳びは差が顕著である。 

ほとんどの生徒が運動を肯定的に捉えていたり、保健体育

の授業を楽しいと感じているが、女子において、運動が嫌い

であり１週間の総運動時間が少ない生徒がやや多い。また、

男女とともに学校の運動部や地域のクラブ活動に所属してい

ない生徒は、全国・札幌市よりも顕著に多く、体力・運動能

力を向上させるためには、保健体育の授業や授業以外での運

動機会を今まで以上に創出すること、体育を中心として運動

への興味を高め、学校外でも運動しようとする意識をもたせ

ることが必要である。 

 〇反復横跳び、立ち幅跳びは全国平均を下回ってい

るものの、札幌市の平均を上回っている。２０シ

ャトルランは全国平均を下回っているものの、札

幌市の平均と同程度である。 

●握力、上体起こし、長座体前屈、５０ｍ走、ハンドボ

ール投げは全国・札幌市の平均を下回っている。特

に、上体起こし、５０ｍ走、ハンドボール投げは差が

顕著である。 

 
〇週の運動時間が４２０分以上の割合は、男子は全

国・札幌市の平均を下回っているが、６０～４１

９分と合計した割合は、男女とも全国・札幌市の

平均を上回っている。運動やスポーツをすること

が好き、やや好きと回答した生徒は、男女ともに

全国・札幌市と同程度である。 

●保健体育の授業が楽しくない、あまり楽しくないと回

答した生徒は、男子は全国・札幌市の平均より少ない

が、女子は多い。今後どのようなことがあれば、今よ

り保健体育の授業が楽しくなるかの質問に対し、「で

きる・できないで比較されなかったら」という回答が

多い。 

「できる・できないだけで比較されなかったら「できなかっ

たことができるようになったら」保健体育の授業が楽しくな

ると感じている生徒が多く、引き続き、個々の課題づくりを

大切にした授業を展開していく。また、保健で学習したこと

が、運動、食事、休養及び睡眠の改善につながっていない生

徒が多く、学校全体での健康的な生活習慣への意識を高める

必要がある。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

○パートナー校との連携し、スケート学習の継続的な実施と地域のインストラクターによる指導の充実を図る。 

○全国体力・運動能力・運動習慣等調査の調査結果、学校独自のアンケート結果の分析から、生徒の状況を適切に捉え、PTA 集会やおたよりなどで生徒自身、保護 

者に生活習慣の課題とリスクをフィードバックし、学校と家庭が一体となって改善を図る。 

○小中一貫した教育として、生徒主導の楽しみながら体を動かす機会や生活を見直し機会を９年間の地域の教育として位置付けを図る。 

具体的な

取組 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

・パートナー校との連携の強化と 9 年間継

続した運動の実施 

・なわとびなどの全身運動を積極的に取り

入れ、バランスのよい体づくりの工夫 

・課題探究型の授業と支援の工夫 

（生徒の「～したい」を大切にした課題 

探究的な学習や運動への自己肯定感を高 

める学習） 

・ICT を活用した学習活動の充実 

 （個別探究・協働探究でそれぞれの場面

ので効果的な活用） 

ICT を活用した課題探究的な体育学習 
・一人一台端末を活用しながら、個別探究 

と協働探究から生徒一人一人が課題を探 

究し、達成感や成就感を味わうことで、 

運動への自己肯定感や体を動かすことの 

価値を高める授業の実践を行う。 

 

 

 

 

・「食事・運動・睡眠」の健康三原則の啓発 

・各教科等の内容を関連付けて、健康と体や、

豊かな人生についてなどの健康教育の推進 

・給食時間を通した食育への興味・関心の向上 

 （給食だより・給食カレンダーの活用） 

・基本的な生活習慣の確立・家庭との連携強化 

 （保健だよりの活用、各種おたより等での 

  はたらきかけ） 

・ログブックでのスクリーンタイムの入力など 

 自己の生活を振り返る機会の設定 

 

主体的に健康づくりを考える機会の創出 
・保健体育の健康的な生活習慣を自身の生活に

取り入れる工夫、総合的な学習の時間でのＳ

ＤＧｓの視点から健康的な生活の普及につい

ての社会参画など、健康づくり主体的に学ん

だり、活動したりできる機会を設定 

・学年体育大会の実施と種目の工夫と個人種目の 

経年変化による自身の成長を認識する機会の設定 

・昼休みの体育館やグランドの開放 

・生徒会活動の一環として運動の楽しさを実感で 

きるような大会の企画・運営を行い、運動やス 

ポーツを肯定的に捉えるための工夫 

（美中オリンピック等） 

・パートナー校と９年間を通して継続した運動機 

会を創出するカリキュラムの在り方の検討・実 

施と共通のねらいをもったパートナー校との合 

同の運動機会の設定 

運動が苦手な生徒も参加できる場づくり 
・生徒会活動の一環として行う学年体育大会や学 

年レク、昼休みの運動企画などで運動が苦手な 

生徒も積極的に体を動かすことができる種目を 

取り入れ、生徒の興味関心を高め、体を動かす 

ことの楽しさを実感する機会を設定する。 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

体力・運動能力

＜女子＞ 



 


